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膝前十字靭帯損傷後の神経・筋協調性
機能の評価指標の開発
KEYWORDS　スポーツ障害、神経・筋協調性、表面筋電図 

運動器疾患後の評価ではほとんど実施されない中枢神経による運動制御機能を「定量的評価」し、
それを基に、神経・筋協調性の評価指標を確立することが課題である。評価指標として、中枢系での
予測制御を反映するsilent periodを用い、三次元動作解析装置による動作解析も同時に実施する。
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■ 膝前十字靭帯損傷をはじめとするスポーツ障害後や術後の機能評価、測定実施
■ スポーツ障害予防についての取り組み
■ スポーツ動作についての動作解析、筋活動評価
■ スポーツ選手・愛好家の障害予防
■ スポーツ障害受傷後の運動メニューの提案
■ 神経・筋機能を含めた身体機能の評価

膝前十字靭帯(ACL)損傷後の神経・筋協調性機能評価

神経・筋協調性機能の評価指標

膝前十字靱帯（ 以下 ACL）損傷 など
スポーツ傷害の発生には、筋力だけ
でなく、中枢神経系による運動制御で
ある神経・筋協調性機能 が 大きく影
響するとされていますが、その評価は
ほとんど行われていません。
現在、臨床で行われている神経・筋機能
評価は、そのほとんどがジャンプの跳躍
距離やジャンプ着地のアライメントなど
のパフォーマンステストが中心となって
います。
今まで評価が不十分であった中枢神経に
よる運動制御が、障害の発生に大きく
影響を与えている可能性は高く、より精度
の高い神経・筋協調性の評価指標の
開発が、スポーツへの復帰指標や予防
プログラムの作成に大きく貢献すると考え
られます。私達の研究は、運動器疾患後
の評価では未だほとんど使用されたこと
のない中枢神経による運動制御機能を

「定量的評価」することです。

本研究では、評価指標として、中枢機能
の予測制御を反映するとされる「silent 
period」を用います。

「silent period」による神経・筋協調性の
評価に加え、三次元動作解析を同時に
実施することで、より詳細な機能評価が
可能となります。
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